




●化学物質排出量・移動量

●廃棄物等層排出量・廃棄物最終処分量

クロロホルム

廃棄物等総排出量 廃棄物最終処分量

ジクロロメタン トルエン ノルマルーヘキサン＊

「東京学芸大学毒物および劇物取扱規程」に従い、教育・研究で使われる化学物質は適
正な管理・使用を行っています。PRTR法の報告対象となる使用量に達するものはあり
ませんが、年間使用量の多い上位4つの化学物質についての数値を記載します。

ゴミの分別、ペーパーレス化の推進および返納物品活用バンクなどにより、
廃棄物の減量に努めました。

＊PRTR法施行令改正により、届出対象物質が354物質⇒462物質に変更（平成23年度～）ノルマルーヘキサンは23年から届出の対象となった。

※1　P20参照
※2　その他地区は集計していないためデータ無し

　日差しを浴びているガラス窓に触れ
た際、ふく射熱を感じることがありま
す。一般に建物で外気と熱伝導をする
場としては窓ガラスが一番に挙げられ
ます。屋上や外壁面には断熱材が用い
られていますが、ガラス面にはないからです。そこで本学で
は、手頃で季節を感じられる「葉っぱのカーテン」を学内各所
で実施し、その断熱効果で空調機による電力消費の削減を目
指しています。窓を開けてみると、風が通り抜け、反射した日
差しで淡い緑に彩られる室内の 「涼の効果」を五感で感じる
ことができます。「葉っぱのカーテン」は3階の窓を覆い隠す
まで伸び続け、葉を大きく広げ、波のように前後にうねり、夏
真っ盛り青空の下、建物を守るようにそびえ立っています。

環境マネジメント
財務施設部  施設課　高瀬  仁
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■環境保全効果

■太陽光発電量

エネルギー使用量（単位：GJ）

水資源使用量（単位：㎥）

温室効果ガス排出量（単位 ： t －CO2）

0.81※

0.97※

0.81※

※エネルギー使用量の増加については、建物改修工事に伴う
エアコンなどの新規設置による。

※小金井地区とする。（芸術・スポーツ科学系研究棟４号館30kW、総合教
育科学系研究棟３号館５kW、附属小金井中学校２０kW）

環境パフォーマンス指標 前年比
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「東京学芸大学環境報告書2012」によせて

　小金井市には、国分寺崖線（はけ）の緑や湧水、野川の水辺空間、玉川上

水や屋敷林、広大な小金井公園などの恵まれた自然環境があります。

　小金井市では、雨水浸透施設の設置率が高い水準にあるなど、市民の

みなさんの協力のもと、良好で快適な環境を持続できる社会の実現を目

指しています。

　東日本大震災の被災地の子どもたちを対象にした教育ボランティア活

動、災害から大切ないのちを守るための防災・減災のための活動、節電

への取り組み、学芸の森を守る取り組みや壁面緑化といった、自然を回

復させ緑を育てる活動など、貴大学が組織的に取り組んでいるさまざま

な環境活動や地球学習観測プログラム、環境学習シンポジウム、環境教

育実践フォーラムなどの、学内の枠を超えた地域や機関とのつながりか

ら発展した環境活動、附属小学校の子どもたちの環境活動への取り組み

など、本環境報告書で取り上げられている貴大学の幅広い環境活動に深

い敬意と謝意を表します。

　併せて、現在の小金井市にとって喫緊の課題であるごみ問題への積極

的な取り組みをお願いする次第です。

　貴大学発の環境活動が、環境保全意識の高揚とともに、環境行動をす

る人の輪を広げていくことに寄与し、次世代の学生、また地域住民に受け

継がれ、さまざまな活動を通してさらに活発になることを期待しており

ます。

小金井市環境部長　柿﨑  健一

第三者意見
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本部棟
附属図書館
総合教育科学系・人文社会科学系研究棟１号館
総合教育科学系研究棟２号館
総合教育科学系研究棟３号館
人文社会科学系研究棟２号館
人文社会科学系研究棟４号館
自然科学系研究棟１号館
自然科学系研究棟２号館
人文社会科学系・自然科学系研究棟３号館
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芸術・スポーツ科学系研究棟６号館
芸術・スポーツ科学系研究棟７号館
芸術・スポーツ科学系研究棟８号館
教育実践研究支援センター１号館
情報処理センター
総合メディア教育館
保健管理センター
合同棟
教育実践研究支援センター２号館
放射性同位元素総合実験施設
環境教育研究センター
南講義棟（Ｓ棟）
中央講義棟（C棟）
北講義棟（Ｎ棟）
西講義棟（Ｗ110）
西講義棟（Ｗ棟）
若草研究室
弓道場
芸術館（学芸の森ホール）
音楽ホール
剣道場
柔道場
舞踊場
大体育館・小体育館
卓球場
野球場
総合グラウンド
課外活動共用施設
第１むさしのホール
第２むさしのホール
小金井クラブ
20周年記念飯島同窓会館
学芸の森保育園・こどモードハウス
附属小金井中学校
附属小金井小学校
附属幼稚園小金井園舎
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約30万㎡の東京学芸大学のキャンパスは、学
生、教職員、市民の方々にとても親しまれ「学芸
の森」と呼ばれています。学内には200種4,000

本以上の植物が存在し、四季折々、多様な植物
が輝く生命をつないでいます。

東京学芸大学

学芸の森環境MAP
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東京学芸大学の概要

基本理念

基本目標

1

2

3

4

5

沿革

創造力と実践力を身につけ、今日の学校教育における諸課題に積極的に取り組む
教員を養成する。 

精深な知性と高邁な精神を身につけ、広く生涯学習社会において、指導的な役割
を担う人材を養成する。 

我が国の教育実践を先導する研究活動を推進し、その研究成果に立脚した独創的
な教育を行う。

学校教育と教員養成・研修に関する情報を幅広く収集・整理し、国内外に向けて
発信する体制を構築する。 

社会に開かれた大学として、社会貢献活動や国際交流活動を積極的に推進する。

【東京学芸大学各地区案内図】

東京学芸大学は、我が国の教員養成の基幹大学として、豊かな人間性と科学的精神に

立脚した学芸諸般の教育研究活動を通して、高い知識と教養を備えた創造力と実践力

に富む有為の教育者を養成することを目的とし、第二期の中期目標期間においては特

に次のことを基本的な目標とする。

学部生…………… 4,955名

   　教育系 …… 3,136名

   　教養系 …… 1,819名

大学院生…………… 871名

  　 修　士 ……… 694名

  　 教職大学院 …… 54名

  　 博　士 ……… 123名

特別選考科…………… 25名

1873（明治6）年4月 東京府小学校則講習所

1900（明治33）年2月 東京府女子師範学校

1908（明治41）年11月 東京府青山師範学校、東京府豊島師範学校

1920（大正9）年4月 東京府立農業教員養成所

1938（昭和13）年1月 東京府大泉師範学校

1943（昭和18）年4月 東京第一師範学校、東京第二師範学校、東京第三師範学校

1944（昭和19）年4月 東京青年師範学校

1949（昭和24）年5月 東京学芸大学

1966（昭和41）年4月 学芸学部を教育学部に改称、大学院修士課程

1973（昭和48）年4月 特殊教育特別専攻科

1996（平成8）年4月 大学院博士課程（連合学校教育学研究科）

2004（平成16）年4月 国立大学法人 東京学芸大学

2007（平成19）年4月 特別支援教育特別専攻科

2008（平成20）年4月 教職大学院 

2009（平成21）年 東京学芸大学創立60周年

学　長…………………… 1名

理　事…………………… 4名

監　事…………………… 2名

事務局・各学系等… 485名

施設センター………… 43名

附属学校…………… 366名

外国人教師……………… 3名

学生数 職員数

（平成24年5月1日現在）

西武池袋線

東急東横線

JR山手線

東京メトロ
丸の内線

JR総武線JR中央線

東久留米

国分寺

武蔵小金井

大泉学園

池袋

茗荷谷

お茶の水

東京渋谷

新宿

学芸大学

自由が丘

東久留米地区
附属特別支援学校

下馬地区
附属高等学校

大泉地区
附属大泉小学校
附属国際中等教育学校

竹早地区
附属幼稚園竹早園舎
附属竹早小学校
附属竹早中学校

世田谷地区
附属世田谷小学校
附属世田谷中学校

小金井地区
東京学芸大学
（学部・修士・博士）

附属幼稚園小金井園舎
附属小金井小学校
附属小金井中学校
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〈お問い合わせ〉

財務施設部 施設課　TEL：042-329-7160　FAX：042-329-7168　MAIL：gakupuro@u-gakugei.ac.jp

本報告書に関するご意見、ご感想、ご助言などをお待ちしております。

これまで発行した環境報告書は、学芸の森プロジェクトホームページからご覧いただけます。

http://mori.u-gakugei.com/

「学芸の森 私の植物」は学生が自らの手で完成させる未完成の、書き込み式の本
です。大学キャンパスに生息する28の植物について、カラー写真と200字程度
で示されたその植物にまつわる話題、2つの質問、植物の場所を示す学内地図、
そして書き込みのためのフリースペースで構成されています。学生は地図を見
て植物を探し、文章を読み、植物をじっくり観察します。また、質問への答え
は2次元バーコードにより、その場でインターネットサイトからヒントを得る
ことができます。最後に全ての結果から自由な発想でフリースペースを埋め、
本を完成させるというものです。いわゆる植物観察の記録を書くのは理科の学
生に多く、他学科の学生は、短歌、詩、デザイン、書、楽譜、歌、植物を使っ
た遊びや料理など、多様な本を作るケースが見られます。作業を始める前は面
倒に思う学生も多いようですが、終わる頃には面白くなってしまう学生がたく
さん出てきます。自然体験が少ないと言われる今日の大学生にとって、この本
は植物へ関心を持つひとつのきっかけです。全ページカラーの本は定価500円
という手頃な値段で、学芸大生協にて好評発売中です。

　東京学芸大学の環境報告書は今年で7年目となりました。前年度の反省点を

踏まえながら、より読みやすく、わかりやすい報告書をめざし制作しています。

2011年度は東日本大震災による原発停止の影響を受けて、エネルギー使用状況

が大きく変わりました。夏季の電力使用に関して制限を受け、大学をあげて節電

に取り組んだ結果、電気に限らず、その他のエネルギー使用量も大きく減少しま

した。ひっ迫した事態に対応して、さまざまな節電対策をとった事が大きな要因

だと思いますが、今後もエネルギーの削減をどのように継続していくかは社会全

体としても大きな課題であるように感じます。『学芸の森環境機構』の活動は継続

して取り組んでいるものが多く、年々工夫を重ねて内容を発展させるだけでなく、

今まで一人ひとりが取り組んでいた「点」と「点」の活動を結びつけようとしてい

ます。今年の壁面緑化は教職員だけでなく、授業を通して学生も関わるようにな

りました。また地域住民の方々による活動も盛んに行われており、これらの多彩

な活動は今後も受け継がれ、大きく発展していくのではないかと思います。次へ

のつながりをめざした活動が、学芸の森からはじまっています。

財務施設部施設課機械係　西谷光平

編 集 後 記

　私は、これまで多文化社会における教育について中心に考えてきました。そのキーワード

が「共生」です。「共生」には多様な意味合いが含まれていますが、人間同士の関わり、人間

の生き方、あるいは人間と環境のあるべき姿を示す言葉として用いられています。ただ、こ

の「共生」という言葉が曖昧で、しかも情緒的に使われることが多いため、現実には差別を助

長したり、人権侵害を隠蔽したりするといった問題もはらんできました。たとえば、現実の

力関係をそのままにして、仲良くすることだけを強調するという問題です。

　このことは、「マイノリティ」対「マジョリティ」といった固定した関係を前提に「共生」を

唱えることの問題を示しています。実際の社会では、「マイノリティ」側が自分の置かれた状

況を受け入れ、常に「弱者」としての役割を担っている限り、「マジョリティ」側は「寛容」で

あり、救いの手をさしのべます。ですが、いったん、「マイノリティ」がその力関係を打破す

るような発言や行動にでると、「マジョリティ」はその動きを押さえ込み、それまでの固定し

た関係を強化しようとします。それは、「共生」ではなく、単なる受容にすぎません。つまり、

固定した力関係を温存したまま、「強者」が「弱者」に手をさしのべるということです。教育

界では、「共生」という言葉が溢れ、多様な取り組みもなされていますが、その多くがこれま

での枠組みを前提とし、その枠組みを再生産しているように思えてなりません。

　環境との「共生」も実は同じような問題があるように思います。環境を大切にしよう、自然

を守ろうというだけでは何の解決にもつながりません。これまでの環境とのかかわりを見直

し、その上でどのような環境をつくりあげるかを考えていく必要があります。

　東日本大震災以降、既存の枠組みを前提として環境との「共生」を主張することの問題が浮

き彫りになっています。私たちが環境とどのように「共生」するかは、私たちがどのような社

会をつくるかと密接に関連しています。環境との「共生」に腰を据えて取り組む必要を痛感し

ています。

　そのための1つとして私たちが「批判的思考力」（critical thinking）を持つ必要があります。

つまり、適切な判断・評価の基準をつくる力、論理的に判断を下せる力、さらに不合理な規

則や規制の枠組みを疑ってかかることができる力をつけていくことです。言うまでもなく、

環境は決して与えられたものではなく、私たちの選択の結果です。これからの環境をどのよ

うにしていくかを考えるためにも、「批判的思考力」を育成する必要があり、その意味では本

学の果たすべき役割は大きいように思います。

　この「環境報告書」は、そうした教育を目指す上での指針になってほしいと念願しています。

理事・副学長（総務・財務担当）　佐藤郡衛

「共に生きる社会づくり」を
めざして

今後に向けて キャンパスの緑を活用した教育活動
自然科学系　真山  茂樹




